
令和 7年 12月吉日 

各 位 
ＯＡＴアグリオ株式会社 

 

「サフオイル乳剤」適用拡大のご案内 
 

拝啓 

時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てをいただき、厚く御

礼申し上げます。 

さて、かねてよりご協力を賜りました殺虫殺ダニ剤「サフオイル乳剤」が令和 7 年 12 月 10 日

付けにて適用拡大登録となりましたので、下記のとおりご案内申し上げます。 

今後とも、皆様のご指導ご支援のほど、宜しくお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

商品名 ： サフオイル乳剤（第 22801号） 

有効成分・％ ： 調合油（サフラワー油及び綿実油の合量として） ··········· 97.0％ 

 

登録年月日 ： 令和 7年 12月 10日（適用拡大） 

 

<1>適用内容の変更： 

 

 作物名「茶」（カンザワハダニ、チャノナガサビダニ）を追加する。 

 作物名「野菜類（いちご、トマト、ミニトマトを除く）」、「いちご」、「トマト」お

よび「ミニトマト」の適用病害虫名「コナジラミ類」の希釈倍数を「300～500倍」に変

更する。 

 

【変更後】（変更する作物のみ抜粋） 

作物名 適用病害虫名 
希釈倍

数 

使用液

量 

使用時

期 

本剤の 

使用回

数 

使用 

方法 

調合油を 

含む農薬

の総使用

回数 

野菜類 

（いちご、

トマト、ミ

ニ ト マ ト

を除く） 

ハダニ類 

アブラムシ類 

コナジラミ類 

300～

500倍 100～

500 

L/10a 

収穫前

日 

まで 

－ 散布 － 
チャノホコリダ

ニ 

うどんこ病 

300倍 

 

  



作物名 適用病害虫名 
希釈倍

数 

使用液

量 

使用時

期 

本剤の 

使用回

数 

使用 

方法 

調合油を 

含む農薬

の総使用

回数 

いちご 

アブラムシ類 

コナジラミ類 300～

500倍 

100～

500 

L/10a 

収穫前

日 

まで 

－ 

散布 

－ 

ハダニ類 
300倍 － 定植前 

2～10秒

間 

苗浸漬 

チャノホコリダ

ニ 

うどんこ病 

300倍 

100～

500 

L/10a 

収穫前

日 

まで 
散布 

トマト 

ミ ニ ト マ

ト 

ハダニ類 

アブラムシ類 

コナジラミ類 

300～

500倍 

チャノホコリダ

ニ 

トマトサビダニ 

うどんこ病 

300倍 

茶 

カンザワハダニ 

チャノナガサビ

ダニ 

300～

500倍 

200～

400 

L/10a 

摘採 14

日前 

まで 

 

<2>注意事項等の変更 

農薬登録申請書第 10項 

 【変更】 

 浸漬後の薬液は、河川等に流さず、水産動植物に影響を与えないよう適切に処理すること。 

 

以上 

  



【変更後】 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

調合油を 

含む農薬の

総使用回数 

かんきつ 
ミカンハダニ 500 倍 200～700 

L/10a 

収穫前日 

まで 

－ 

散布 

－ 

サビダニ類 300 倍 

野菜類 

（いちご、トマ

ト、ミニトマト

を除く） 

ハダニ類 

アブラムシ類 

コナジラミ類 

300～500

倍 

100～500 

L/10a 

チャノホコリダニ

うどんこ病 
300 倍 

いちご 

アブラムシ類 

コナジラミ類 300～500

倍 

ハダニ類 

300 倍 － 定植前 
2～10 秒間 

苗浸漬 

チャノホコリダニ 

うどんこ病 
300 倍 

100～500 

L/10a 

収穫前日 

まで 

散布 

トマト 

ミニトマト 

ハダニ類 

アブラムシ類 

コナジラミ類 

300～500

倍 

チャノホコリダニ 

トマトサビダニ 

うどんこ病 

300 倍 

とうもろこし ハダニ類 

300～500

倍 

  

茶 

カンザワハダニ 

チャノナガサビダ

ニ 

200～400 

L/10a 

摘採 14 日

前まで 

花き類・観葉植

物 

（きくを除く） 

ハダニ類 

100～500 

L/10a 
発生初期 

きく 

300 倍 － 定植前 

10 秒～1 分

間 

挿し穂浸漬 

 

 

10．水産動植物に有毒な農薬については、その旨 

浸漬後の薬液は、河川等に流さず、水産動植物に影響を与えないよう適切に処理すること。 

 


